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緒論 

卵母細胞は卵胞内で発育および成熟していることから、卵胞内の環境は重要であると推

察される。卵胞内には、顆粒膜細胞や卵丘細胞のほかにも免疫細胞が存在することが知

られている。しかし、免疫細胞が体外受精の成績に影響するかは明らかではない。そこ

で本研究では、卵胞液中の免疫細胞の割合、患者背景、および体外受精後の胚発育との

関連を調べた。 

 

方法 

インフォームドコンセントを得た患者(54名)から、採卵時に最初の穿刺卵胞から卵丘卵

子複合体を含む卵胞液を採取した。卵子は、体外受精後に個別に培養し、タイムラプス

スコアリングシステムを使用して、胚の形態を iDAScoreで評価した。卵胞液中の細胞

は、フローサイトメーターで、ヨウ化プロピジウムを用いて生存細胞を検出し、さらに

特異的蛍光抗体マーカー(CD45)を用いて免疫細胞を検出した。免疫細胞数が生存細胞

数に占める割合を算出し、患者背景、胚の発育状態との関係を調べた。 

 

結果 

患者の年齢が上がると、生存細胞数における CD45+ 免疫細胞の割合は低下し、負の相

関関係が認められた(P＜0.01)。CD45+ 免疫細胞の割合は、BMI と負の相関傾向にあ

り、その一方で、抗ミュラー管ホルモンレベルとは正の相関傾向にあった。また、卵胞

液中の CD45+免疫細胞の割合は、Day5 の胚盤胞の iDAScore 値と正の相関関係が認

められた(P<0.05)。 

 

結論 

上記の結果から、卵胞液中の免疫細胞が、体外受精後の胚の発育に影響を与えているこ

とが示された。免疫細胞がサイトカインを分泌していることは知られており、免疫細胞

およびサイトカインの種類を調べ、それらが胚の発育に影響しているかを調べる必要が

ある。 


